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発行：池袋本町新しいまちづくりの会
         http:// 池袋本町 .net
　　　豊島区都市整備部地域まちづくり課
問い合わせ先：
　　　tel　０３－３９８１－１４６４
　　　fax　０３－３９８０－５１３５
編集協力：防災アンド都市づくり計画室

池袋本町
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　昨年のふれあ
いまつりで池袋
本町のいいとこ
を聞いたとこ
ろ、ＣＯＷＡＣ
Ａがいいという声がありました。
　ＣＯＷＡＣＡはふれあいロー
ド北池商店会の郵便局と踏切の
間にあります。昨年５月にでき
たばかりのお店で、店主は上池
袋在住の新島さん。
　メニューを拝見するとイタリ
アンかなと思いましたが、店主
は特に意識していないそうです。
ジャンルにこだわらずにその日
の旬の食材を工夫して、楽しん
でいただく料理を提供していま
す。ときどきワイン会などのイ
ベントも。家族連れやママ友の
利用が多く、親しまれているよ
うです。

　平成29年に池袋本町三丁目
の建物の建設工事現場から縄文
時代の貝塚が見つかり、たくさ

んの貝殻や土器が出土したことを
覚えている方も多いと思います。今回は、都道
の敷設工事に伴う試掘調査によって弥生
時代の住居跡が発見されました。
　今回発見された竪穴式住居は舗装面の
すぐ下から発見され、掘り下げられた深
さはいちばん深いところで30㎝ほどでし
た。よく見られる竪穴式住居はだいたい
70㎝から80㎝ほど掘り込まれているも
のが多いので、それから考えるとずいぶ
ん浅い住居跡ということになります。た
だ、たぶんもともと浅かったのではなく、
のちの時代の開発などにより上部が削り
取られてしまったものと考えられます。

楽しく食べることを
シリーズ～まちの中の達人～

イラスト：井出幸子

しかし、約５ｍ四方の床の部分は大変良好に残っ
ていて、煮炊きかなにかで火を使用した跡など
も残っていました。
　住居跡を埋めていた土からは、縄文時代の土
器なども発見されており、これからの整理作業
で、さまざまなことがわかると思われます。

◆田舎風パテは嬉しいボリューム、持ち帰り可能なイタ
リアンソース『バーニャカウダ』、リーズナブルで絶品の
エスプレッソをいただくことのできるカウンターです。
ガラス瓶に収まる１袋 100 円のきなこクッキーは４歳の
お嬢さんがお手伝いして作っています。
　池袋本町という土地柄での店作りへの模索が伺えます。
イタリアンをベースに彼なりの応用力をふくらませて根
付いていってくれるのではないでしょうか。〈青山（静）〉

◆この鉄鍋でカンパーニュ風パンも焼
かれています。パスタ用の寸胴鍋と沢
山のフライパンが下がるシンプルな
オープンキッチンから、魔法のように
様々な料理が生まれています。
　ある日、子どもの誕生日ランチか、
桃の上に１本の赤いろうそくが灯され
ていました。〈井出〉
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名称は『池本だんだん公園』池袋本町二丁目の公園

周辺との調和を図った外観 コミュニティの場となる地域交流室

今 年 の ふ れ あ い ま つ り

屋上庭園を望む３階の集会室
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